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ＳＤＧｓに取り組もう！ 
Ｐａｒｔ２ 

 

新型コロナウイルスの影響を受け、地球規模で人の健康や経済・社会の危機となっています。 

「貧困をなくそう」というＳＤＧｓ目標 1は、他国の問題だと思われがちでしたが、コロナ危機に

よって、仕事が無くなると忽ち困窮状態になる人も多く、貧困問題は私たちの身近にあることが明

らかになりました。 

「誰ひとり取り残さない」というＳＤＧｓの理念を基に、世界の経済や社会をより良く立て直す

ことが求められています。 

 

５つの Pで考えるＳＤＧｓ 

・Peaple（人間） （目標１～６ 貧困、飢餓、保健、教育、ジェンダー、水・衛生） 

・Prosperity（繁栄） （目標７～１１ エネルギー、雇用、産業、格差是正、居住） 

・Planet（地球） （目標１２～１５ 生産・消費、気候変動、海と陸の生物多様性） 

・Peace（平和） （目標１６ 平和） 

・Partnership（協働） （目標１７ パートナーシップ） 

 

「日本のＳＤＧｓ実施指針」８分野 

①あらゆる人々が活躍する社会・ジェンダー平等の実現  目標 1,4,5,8,10,12 

②健康・長寿の達成      目標 2,3 

③成長市場の創出、地域活性化、科学技術イノベーション 目標 2,8,9,11 

④持続可能で強靭な国土と質の高いインフラの整備  目標 2,6,9,11 

⑤省・再生可能エネルギー、防災・気候変動対策、循環型社会 目標 7,12,13 

⑥生物多様性、森林・海洋等の環境の保全   目標 2,3,14,15 

⑦平和と安全・安心社会の実現    目標 5,16 

⑧ＳＤＧｓ実施推進の体制と手段    目標 17 

 

世界のＳＤＧｓ達成度ランキング 日本１7位（１６６カ国中） 

 日本は、ジェンダー平等（目標５）気候変動（目標１３）海洋・陸上の持続可能性（目標１４・１５）      

パートナーシップ（目標１７）に大きな課題があると指摘された。 

 また、新型コロナウィルスはＳⅮＧsの進捗に深刻な影響を及ぼすと明言している。 

 （１～５位は、スウェーデン、デンマーク、フィンランド、フランス、ドイツの順） 

※２０２０年国連持続可能な開発ソリューション・ネットワークなどが発表 

 

  
  

                                       

  

                    

               

          
                

                            

  

      

消費者協会ニュース  2020年 8月 Ｎｏ．74   

く ら し ｕ ｐ な が の 

「消費者の 5つの責任」 編集と発行 

・環境への配慮責任 

・連帯する責任 

 

かわちながの消費者協会 

河内長野市消費生活センター 内 

ＴＥＬ ０７２１－５６－２３６０ 

ＦＡＸ ０７２１－５６－０７０１ 

・批判的意識をもつ責任 

・社会的弱者への配慮責任 

・主張し行動する責任 

 

 



② 

 

 

家族を守る、自分を守る 
消防白書によると平成３０年中の住宅火災の死者は９４６人で、そのうち約７０％は６５才以上

の高齢者でした。また死者の約半数が逃げおくれによるものです。 

 

 

あなたの家の住宅用火災警報器（住警器）、 

   交換時期にきていませんか？ 

 

 

 火災による死者の低減のために「住宅用火災警報器の設置」が義務づけられています。しかし、 

いざという時に正常に作動するか、電子部品の劣化や電池切れなど、半年に１度の目安で点検する 

ことが大事です。また、設置して１０年以上経過した警報器は、本体の交換を検討しましょう。 

 交換時には、連動型住宅用火災警報器（連動型住宅用火災警報器は、出火室以外の部屋の警報器 

も連動して鳴動する）をお勧めします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●高所の警報器を点検・交換する際は、転倒・転落に十分注意しましょう。 

 

着衣着火による高齢者の死者が増加！ 
 調理中にコンロの火が袖口に燃え移るなどして高齢者が亡くなっています。調理中はコンロの炎に 

接しないよう注意が必要です。防炎品のエプロンや腕カバーなどを使って着衣着火を予防しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問い合わせ先：河内長野市消防本部予防課（☎５３－３６９９） 

 



③ 

 

令和 2年度の熱中症予防行動のポイント 

 

「新しい生活様式」： 新型コロナウイルス感染防止の 3つの基本 

①マスク着用 

②身体的距離を取る 

③手洗いの実施や「3密（密集、密接、密閉）」を避ける 

 

注意マスク着用により、熱中症のリスクが高まります 

 

１． 適宜マスクをはずす 

・マスクを着用しているときは、負荷のかか 

る作業や運動を避ける 

・屋外で人と十分な距離（2メートル以上）確 

保できる場合にはマスクをはずす 

 

 

 

 

２． 暑さをしのぐ 

・エアコンを利用し、部屋の温度・湿度を調節する 

・感染予防のため換気扇や窓を開放する 

・暑い日や時間帯は無理をしない 

・涼しい服装、日傘や帽子を利用する 

 

 

３．こまめに水分補給をする 

・のどが渇いていなくても水分補給をしておく 

・1日あたり 1.2リットルを目安に 

・大量の汗をかいた時は塩分も忘れずに取る 

 

 

４． 日頃から健康管理をする 

・体温測定、健康チェック 

・体調が悪いと感じた時は無理せず自宅で靜養 

   

   

 ５． 暑さに備えた体作りをしよう 

・日頃から適度の体力作りを、毎日３０分程度する 

   
 



④ 

 

新型コロナウイルスに便乗した 
悪質商法にご注意！！ 

 

＜事例１＞ 

新型コロナウイルスの件で、保健所から依頼さ

れたと言って事業者が自宅に訪問してきた。自宅

で検査できる商品があり、海外ではブームになっ

ている。今回特別に選ばれた方に 10万円で販売す

ると言われた。 

 

＜事例 2＞ 

自宅に中央省庁を名乗る電話があり、新型コロ

ナウイルスの説明をされ、新型コロナウイルスの

検査キットを送ると言われた。苗字を確かめら

れ、家族構成とかかりつけの病院を聞かれたの

で、家族構成や通院先、持病や服用薬を答えてし

まった。 

 

＜事例 3＞ 

大手製薬会社名で社債発行の案内が封書で送ら

れてきた。後日、その会社の社員と名乗る者から

「政府の要請で新型コロナウイルス治療薬を開発

している。社債を購入しないか」と電話があった。 

 

 

 

 

   

   

   

   

 

＜アドバイス＞ 

 行政機関の職員を名乗る、行政から委託され

たという業者などからの怪しい電話や訪問、

心当たりのない送信元からの怪しいメー

ル・SMS・SNSなどには反応しないようにし

ましょう。 

 新型コロナウイルスに便乗した悪質な勧誘

を行う業者には耳を貸さないようにしまし

ょう。 

 今後、新たな手口の勧誘が行われる可能性 

があります。少しでもおかしいと感じたら早

めに河内長野市消費生活センターに相談し

ましょう。（☎５６－０７００） 

７月１日からレジ袋有料化 

エコバッグを清潔に保つための 

５つのポイント 
 

 

 

 

食品を入れることが多いエコバッグは、野菜の

土や食品の汁などが付着して臭いの原因となり、

湿ったままにしておくと細菌が繁殖します。 

 衛生的に使うよう普段から心がけましょう。 

 

① 定期的に洗う 

  エコバッグの取り扱い表示などに従って洗い、

しっかり乾かす 

 

② 肉、魚、野菜はポリ袋に入れる 

肉や魚の汁、野菜の土がエコバッグや他の食材

に付着しないようポリ袋に入れる 

 

③ エコバッグに入れる順番に気を付ける 

肉、魚、冷蔵・冷凍食品などはまとめて入れ温

かいものと密着しないように入れる 

 

④ 食品と日用品を入れるエコバッグを区別する 

 

⑤ エコバッグの持ち運びは短時間にする 

肉、魚、冷蔵・冷凍食品は保冷バッグに入れ、

短時間で家に戻り、すぐに冷蔵庫に入れる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

あとがき 
 
新型コロナウイルス感染症が猛威を

振るっていますが、今のところ治療薬も

ワクチンもありません。 

自分の体内にあるウイルスや細菌を

排除する免疫機能の働きを高めましょ

う。 

しっかりと「手洗い」と「うがい（濃

い目の緑茶）」をすること。 

感染拡大防止のため「新しい生活様

式」に添った一人一人の行動が大切で

す。 

 


